沖縄県与那国島の宗教的職能者「オガミのひと」の役割 : 洗骨改葬2事例の比較から by 唐木 健仁
































































































































































































































































13 旧 10 月の庚申の日から甲申までの 25 日間にわたり行われる祭事（吉川 1984:140）。 




































影響を受けている」として中国との関係性を示唆している（渡邊ほか編 2008:296-297）。   
このような沖縄における洗骨改葬の持つ象徴的な意味について、赤嶺政信は「これは単
























火葬場設置推進派住民の地道な説得の結果、1951 年 12 月に火葬場は設置され、同火葬
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与那国島では、毎年、島の人口の約 9 パーセントにあたる 150 人前後の住民が転出し、
転出よりやや少ない 130 人前後の転入者がある（与那国町 online:人口動態）。Ｕターン帰
島者もいるが、島外出身者の割合が多く、地元出身者と島外出身者との婚姻も珍しくない。
また、与那国町が発表した「将来の人口推移予測」では、2015 年頃から生産年齢人口が減
少し、60 歳以上の人口が増加する傾向にある（与那国町 online:第四次総合計画）。 
このことは慣習に即した儀礼を実施するにあたり、経済面のみならず、儀礼執行者の高
齢化による身体面で問題が発生する可能性を示唆している。また、2016 年 3 月に、陸上自
衛隊の与那国駐屯地が久部良集落近くの牧場を利用して開設されたことを受けて、同年 2



































                                                   
18 人口動態調査の統計によると、与那国島における 2007 年～2012 年までの年間平均死者













































 清拭用の盥は二つ用意され、1 つは水洗い用の大きめの盥で、もう 1 つは「花酒」とよば
れる 60 度の泡盛での二度洗い用であった。運び出された骨は最初に水洗いされ、順次、花
酒の入った盥に移された。花酒の入った盥では頭蓋骨から始まり、大腿骨や上腕骨の順で
















































                                                   









































 7 時 40 分、Ｓ氏が持参した香典（現金）とウチカビのセットを供えたことを契機として、
クバ香炉を墓口前に戻し、参列者による焼香が順次始まった。Ｙ・Ｍさんの四女が小型ガ

















 8 時 00 分、クバ香炉の線香を整えてから墓に納められているＹ・Ｍさんの夫とＹ・Ｍさ




Ｙ・Ｍさんを除く、10 人は 33 回忌を終えているので、本来、膳を用意する必要は無いが墓
を開けたので用意したという。膳の内容は米飯、マグロの刺身、煮物（カマボコ、冬瓜、



















一の膳は、榊のように差したクロトンが 2 対で奥の列、次列に洗い米、生米、3 列目に泡
盛，にごり泡盛、泡盛、4 列目に生米、塩、生米の小皿、五列目に紅白の蓋をした徳利とグ
ラスが並ぶ。二の膳は、白い丸餅、三種の吸い物（肉、カマボコ、豆腐）であり、三の膳



































 10 時 8 分、墓域における初日の法要が終了した。洗骨作業から「キノダイノオガミ」が
終了するまで、約 5 時間を要した。このような長時間に及ぶ理由について、Ｙ・Ｍさんの
四女は「与那国は『神の国』だから簡単にはできない（簡素化ができない）」と述べた。 
                                                   
36 沖縄民俗辞典によると、ニヌファとは北の方位を指すが、磁石で計ることで決まる自然
方位とは異なり、実際地域社会が生活の中で構築した民俗的方位で、自然方位の北から東





らを模した金属製ネジを供えていた。そして、「なべのバリ」は１組 12 個のセットで 2 組
であり、「12」という数字は干支を表していると洗骨対象者の三女は話していた。 
写真３ キノダイノオガミ（筆者撮影） 







たあと、Ｙ家の仏壇前で引き続き 7 回忌法要を実施し、「トゥビドゥヤ 40」を用いた吸い物
を参列者が食したあと、玄関で送り火を焚き、墓域に移動し、餅、刺身、煮物、カマボコ


































死亡年 死亡順 享年 その他
次男 1945年 2 7歳
三男 1965年 4 23歳
四男 2001年 7 52歳 分家後に死亡
五男 1951年 5 2歳
四女 1936年 1 6ヶ月
五女 1990年 6 50歳 婚姻後に死亡
六女 1946年 3 2歳
表１ Ｔ家における子供の死亡年と死亡順 
















Ｓさんの遺体が納められている新しい墓の 2 つがあった。 






8 時 30 分、Ｔ・Ｓさんが安置されている墓の前でオガミを始めた。先ほどと同様に、Ｍ
氏が、ビンシーを用いたオガミを行った後、ハンマーで 3 回叩き、墓口を開ける作業に入















                                                   
41 携帯用の御願道具箱のこと。 






































                                                   
42 Ｙ家ではジーシガーメと呼んでいたがＴ家は骨壷と呼んでいた。 
43 3 人分の焼骨、拾骨も骨が混ざらないように配慮していた。 
44 喪主Ｋ氏を含む洗骨対象者の子供。 
写真４ 合祀後の墓室内（筆者撮影） 






死亡した四女、手前が 1946 年に死亡した六女、右側奥が 1945 年に死亡した次男、真中が







ンコツは 13 時 30 分頃に終了し、その後、自宅に移動して年忌法要が行われた。今回の年
忌法要では、Ｔ・Ｓさんの７回忌と 13 回忌、Ｔ・Ｓさんの夫の 25 回忌と 33 回忌、Ｔ・Ｓ













した三男の 25 回忌の供物が用意された。13 回忌までと異なり、25 回忌からはお祝いとな
るので、膳の御飯が紅白となった。 
供物を供え終わると、7 回忌と 13 回忌の時と同様に参列者が焼香を行う。最後にＴ・Ｓ
さんの夫、三男、1951 年に死亡した五男の 33 回忌用の膳が用意された。33 回忌は、最終
年忌であるため、さらにお祝いの度合いが強くなり、御飯が赤飯となった（写真５）。そし
て、33 回忌法要に対する参列者の焼香が終了すると、最終年忌に対するお祝いの「ウタシ
                                                   
45 遺族の意思としては７回忌に合わせて洗骨改葬をしたいと考えていたが、様々な事情で
20 年以上もの間、洗骨改葬が実施できなかった。一番新しい死者であるＴ・Ｓさんのセン





写真５ 33 回忌の膳（筆者撮影） 



















とＴ家の 2 事例とも、墓口を開ける担当者として「カドヌヒト」を選出している。 
次に、2 事例の異なる点について、特徴的な部分を比較する（表２）。Ｙ家のセンコツは、
7 回忌の年で、暦に照らし合わせて適切と思われる日を選んで実施しているが、Ｔ家のセン




















① センコツの時期 7回忌法要にあわせて 死後21年目
② カドヌヒト 洗骨対象者の三男 洗骨対象者の孫
③ 骨を洗う人 女性親族が実施 性別に関係なく親族が実施
④ 特定の部位へのこだわり 特にない 第2頚椎を「喉仏」として扱う
⑤ ガスバーナーの使用目的 骨の乾燥 完全な焼骨
⑥ 副葬品の扱い
⑦ オガミのひとの特徴 霊的能力はないが経験豊富 経験は浅いが霊的能力を保有
可燃物はガスバーナーで焼却
表２ Ｙ家とＴ家のセンコツにおける対比 



































は約 1 トンもの牛肉の塊を、牛刀を巧みに使って小分けして、直径 1 メートルほどの大鍋
                                                   




かった。このことは第 2 章 2-5 で示した葬制に変化に対する「矛盾と葛藤」であるといえ
る（加藤 2001:7）。 

















第 2 章 2-5 で示したように、社会変容のなかで、葬制は複葬から単葬に変化し、地域住
民は「矛盾と葛藤」のなかで対応してきた。しかしながら、社会変化のなかでダイナミッ
クに変化する葬制と比較して、遺族の裁量で定期的に実施する各年忌法要は、社会変容の































































                                                   
51 Ｙ家のジーシガーメ、Ｔ家の骨壷と急遽用意したプラスチック容器も分析においては一
括して骨壷と表記する。 
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The role of “The praying person” in bone cleaning and secondary burial on Yonaguni 
Island, Okinawa 
                               Kenji Karaki 
 
The methods of corpse disposal can be categorized into the broad categories of simple 
disposal and compound disposal, and when compound disposal is selected, bone cleaning 
and secondary burial are required. On Yonaguni Island, there are no crematoriums, but 
in the event that a person’s place of death was in a city such as Ishigaki or Naha, the 
corpse is often cremated before being returned to the island. Funeral services at 
Yonaguni Island predominantly consist of simple disposal by cremation, but as some 
islanders select compound disposal, Yonaguni Island is one of the few islands that 
perform bone cleaning and secondary burials today. 
Previous essays on funeral services on Yonaguni Island have focused on persons with 
spiritual powers, referred to as “persons who send off the dead” (shisha wo okuru hito). 
What these essays do not discuss, however, are the “praying (ogami) persons” of 
Yonaguni Island, who serve a religious function at bone cleanings and secondary burials 
(senkotsu kaisō). The purpose of this paper is to examine the practices of praying 
persons at annual memorial services (nenki hōyō), which include bone cleaning and 
secondary burial, a topic that has not been reported until now.  
The methods of corpse disposal can be categorized into the broad categories of simple 
disposal and compound disposal, and when compound disposal is selected, bone cleaning 
and secondary burial are required. On Yonaguni Island, there are no crematoriums, but 
in the event that a person’s place of death was in a city such as Ishigaki or Naha, the 
corpse is often cremated before being returned to the island. Funeral services at 
Yonaguni Island predominantly consist of simple disposal by cremation, but as some 
islanders select compound disposal, Yonaguni Island is one of the few islands that 
perform bone cleaning and secondary burials today. In prior research, bone cleaning and 
secondary burial, as well as the annual memorial service, are described as important 
processes for the souls of the dead to become ancestral spirits or to be deified. However, 
a re-examination through the study of cases on Yonaguni Island made it clear that such 
sweeping statements cannot be made. 
This paper presents two example cases of bone cleaning and secondary burial, as 
well as annual memorial services, and explains the processes of the rites. Then, upon 
verification of the processes, consideration is given to various issues—notably, the 
burden on the bereaved of preparing for the bone cleaning and secondary burial, the 
dead person’s relative status as an ancestral spirit depending on the time of death, and 
the differences between the practices of the two praying persons in bone cleaning and 
secondary burial on Yonaguni Island. 





Yonaguni Island, bone cleaning, praying persons, persons with spiritual powers, 
Orientalism  
 
 
